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本
協
会
で
は
、
日
本
語
が
話
せ
な
い
外
国
人
の

児
童
・
生
徒
及
び
社
会
人
を
対
象
に
「
日
本
語
教

室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

教
室
で
は
、
協
会
登
録
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

の
指
導
に
よ
り
、
個
人
の
日
本
語
の
習
熟
度
に
応

じ
て
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
1
月
23
日
（
日
）
東
海
日
本
語
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
米
勢
治
子
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
「
地

域
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
あ
り
方
と
課
題
」
と

題
し
て
、
指
導
方
法
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
や
、
成
人

へ
の
指
導
方
法
に
対
し
て
、
地
域
の
特
性
を
活
か

し
実
情
に
応
じ
た
指
導
が
第
一
歩
で
あ
る
と
の
講

話
か
ら
始
ま
り
、
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
日
本
語

教
室
は
、
地
域
と
学
校
が
連
携
し
指
導
を
行
う
と

と
も
に
、
放
課

後
支
援
が
で
き

る
体
制
作
り
が

必
要
で
あ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

こ
そ
「
多
文
化

共
生
社
会
の
基

礎
づ
く
り
に
資

す
る
地
域
日
本

語
教
育
」
の
主

役
と
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

な
ぜ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
主

役
か
、
行
政
側
の
日
本
語
支
援
は
、
資
格
を
持
つ

先
生
を
雇
っ
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
教
室
を
開
く

こ
と
を
理
想
と
し
、
人
材
確
保
、
財
政
確
保
な
ど

の
問
題
か
ら
実
現
で
き
な
い
足
踏
み
状
況
を
作
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
課
題
を
解
決
す

る
に
は
市
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
解
決

で
き
る
体
制
が
望
ま
し
い
。
た
だ
し
、
外
国
人
が

日
本
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
地
域
と
の

交
流
に
よ
る
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
に
参
加

で
き
な
け
れ
ば
地
域
の
社
会
は
変
わ
ら
な
い
し
、

快
適
な
暮
ら
し
を
作
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
警
鐘
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら
は
、
小
学
生
に
対
し

て
、
漢
字
の
書
き
順
に
つ
い
て
ど
の
程
度
ま
で
の

正
確
さ
を
要
求
し
て
い
い
の
か
。
日
本
語
教
師
の

資
格
も
な
い
し
、
話
せ
る
外
国
語
も
な
い
が
、
ど

ん
な
こ
と
に
留
意
し
て
進
め
れ
ば
よ
い
か
。
教
科

書
か
ら
外
れ
て
、
世
間
話
に
な
っ
て
し
ま
う
が
指

導
す
る
側
と
し
て
ど
う
か
。
な
ど
の
質
疑
が
行
な

わ
れ
、
指
導
方
法
や
係
わ
り
方
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

協会章
「北」をモチーフに、人と人のコミュニケー
ションを表現しました。
地域での交流を通じて相互理解を深め、
お互いを尊重することで
よりよいまちづくりをめざすイメージです。

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

　
教
室
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
外
国
人
と
の
心

が
通
う
交
流
を
目
指
し
て
い
ま
す
。「
日
本
語
で
交
流

す
る
こ
と
」
が
必
要
な
人
た
ち
の
日
常
会
話
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
教
室
は
、
日
本
語
の
み
で
行
い
ま
す
の
で
、
外
国
語

が
で
き
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

　
子
ど
も
日
本
語
教
室
は
、
学
校
で
（
平
日
の
昼
間
）、

成
人
日
本
語
教
室
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

（
夜
間
・
金
曜
日
）、
週
一
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
本
語
で
交
流
し
よ
う
！

日
本
語
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
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協
会
で
は
、
多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
市
内
に
お
け
る
国
際
交
流
関
係
団
体
や
グ
ル

ー
プ
、
在
住
在
勤
の
外
国
人
や
留
学
生
の
方
に
参
加
を

呼
び
か
け
て
、
平
成
23
年
2
月
19
日
文
化
勤
労
会
館
に

て
、
国
際
交
流
の
集
い
と
題
し
て
、「
ワ
ー
ル
ド
パ
ー

テ
ィ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
協
会
会
員
、

登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
市
民
お
よ
び
外
国
人
、
総
勢
約

１
５
０
名
の
方
が
参
加
し
、
市
内
に
お
け
る
国
際
交
流

団
体
や
協
会
の
事
業
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
参

加
者
同
士
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
団
体
に
よ
る
活
動
紹
介
で
は
、
尾
張
中
央
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
北
名
古
屋
市
ハ
ン
グ
ル
同
好
会
、
国

際
交
流
モ
ア
、
国
際
交
流
マ
イ
ン
ド
、
５
Ｗ
、
㈶
Ａ
Ｆ

Ｓ
尾
張
支
部
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
（
Ｓ

Ｖ
Ａ
）
北
名
古
屋
、
中
国
語
勉
強
会
、
名
古
屋
芸
術
大

学
、
平
田
寺
、
万
渓
寺
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
高
校
生
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
会
、
北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会
（
語
学

講
座
、
日
本
語
教
室
）
以
上
13
団
体
か
ら
、
パ
ネ
ル
展

示
を
含
め
来
場
者
に
活
動
内
容
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
フ
リ
ジ
ャ

パ
ン
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
の
民
俗
楽
器
の
太
鼓
演
奏
や
名

古
屋
芸
術
大
学
の
留
学
生
に
よ
る
フ
ル
ー
ト
演
奏
が
あ

り
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
語
学
学
習

者
に
よ
る
韓
国
語
、
中
国
語
の
披
露
や
日
本
語
教
室
に

通
う
外
国
人
（
フ
イ
リ
ピ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
及
び
留

学
生
（
中
国
）
に
よ
る
日
本
語
で
の
ス
ピ
ー
チ
で
会
場

内
の
参
加
者
か
ら
拍
手
が
あ
り
、
会
場
は
国
際
色
一
色

で
し
た
。

　

最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
「
小
さ
な
世
界
」
を
合
唱

し
賑
や
か
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

TOPIC

国
際
交
流
の
集
い

ワ
ー
ル
ド
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催
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市
で
は
、
国
際
理
解
教
育
の
一
環
と
し
て
、
平
成
20

年
7
月
に
国
際
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
だ
韓
国
務
安
郡

と
の
間
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
に
よ
る
日
常
生
活
の
体

験
を
通
し
て
、お
互
い
の
歴
史
や
文
化
を
深
め
る
た
め
、

中
学
生
の
相
互
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
中

学
生
相
互
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
新
た
な
取
り

組
み
を
行
な
い
、
家
族
間
で
国
際
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

市
か
ら
は
、
8
月
16
日
か
ら
5
日
間
、
応
募
者
の
中

か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
12
名
と
引
率
者
4
名
の
16
名
を

派
遣
し
、
現
地
で
は
市
役
所
で
大
変
な
歓
迎
を
受
け
、

市
内
に
あ
る
文
化
施
設
見
学
や
干
潟
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
夜
は
、
交
流
し
た
中
学
生
の
家
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
体
験
し
、
韓
国
の
家
庭
料
理
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
初
め
て
海
外
へ
行
く
子
が
大
半
で
あ
っ
た
た

め
、
出
発
の
日
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
な
生
徒
さ
ん
ば
か

り
で
し
た
が
、
帰
国
時
に
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
友
達

の
話
や
韓
国
の
文
化
に
つ
い
て
楽
し
く
語
り
合
う
姿
を

目
に
し
、
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

務
安
郡
か
ら
は
、
7
月
19
日
か
ら
3
日
間
、
中
学
生

12
名
と
引
率
者
4
名
の
16
名
が
来
日
し
ま
し
た
。
一
行

は
、
西
春
中
学
校
で
茶
華
道
や
書
道
を
体
験
す
る
と
と

も
に
、
歓
迎
会
で
は
務
安
へ
派
遣
し
た
市
内
の
中
学
生

と
再
会
す
る
こ
と
が
で

き
友
好
の
輪
が
い
っ
ぱ

い
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
中

学
生
に
よ
る
国
際
交

流
を
続
け
る
予
定
で
す

の
で
、
市
内
の
中
学
生

の
皆
さ
ん
一
度
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

Ｓ
Ｖ
Ａ
は
、
30
年
前
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ラ
オ
ス
の
難
民
が
大
量
に
流
入
し
た
タ
イ
国
境
の
難
民
収

容
所
で
活
動
を
開
始
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
の
崩
壊
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

活
動
の
中
心
は
、「
図
書
館
」
で
、
難
民
が
祖
国
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
文
化
を
失
わ
な
い
た
め
に
、
焼

か
れ
ず
に
残
っ
た
本
を
捜
し
だ
し
、
日
本
か
ら
運
び
こ
ん
だ
印
刷
機
で
出
版
し
た
。
足
り
な
い
分
を

日
本
の
絵
本
で
補
っ
た
。
和
平
協
定
に
よ
っ
て
祖
国
に
帰
っ
て
も
、
学
校
も
本
も
な
か
っ
た
。
こ
の

姿
を
見
て
「
絵
本
を
届
け
る
運
動
」
が
始
ま
っ
た
。

　
「
Ｓ
Ｖ
Ａ
北
名
古
屋
」
は
、
五
条
小
学
校
や
高
校
生
、
地
元

の
婦
人
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
日
本
の
美
し
い
「
絵

本
」
に
現
地
語
（
ク
メ
ー
ル
語
、
ラ
オ
語
）
の
訳
文
を
は
り
付
け
、
昨
年

ま
で
の
10
年
間
に
１
２
０
０
冊
以
上
を
贈
っ
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｖ
Ａ
で
は
こ
の
ほ
か
、
学
校
建
設
、
図
書
館
創
設
、
職
業
訓
練
、
ク

ラ
フ
ト
エ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
難
民
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
も
活
動
し
国
内
で
は
阪
神
淡
路
大
震
災
、
三
宅
島
噴
火
に
も
か
か
わ
っ

て
き
た
。
こ
こ
ま
で
の
活
動
は
、
財
施
（
募
金
）、
身
施
（
シ
ー
ル
は
り

付
け
作
業
）
の
支
援
が
な
か
っ
た
ら
存
続
で
き
ず
、
支
援
者
に
感
謝
す
る

ば
か
り
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
Ｖ
Ａ
（
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
）
北
名
古
屋　

浅
見　

顕
宏

TOPIC

⑧

Ｓ
Ｖ
Ａ
（
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
）
北
名
古
屋

中
学
生
の
国
際
交
流

　
友
好
都
市
務ム

安ア
ン

郡グ
ン

と
の

　
　
　
　
　
　
　
相
互
交
流

訳文をはり付ける五条小 6年生
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協
会
で
は
、
市
内
で
実
施
、
開
催
さ
れ
る
国
際
交
流
事
業
に

つ
い
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

・
補
助
金
額　

対
象
経
費
の
50
％
以
下
、
１
事
業
10
万
円
を
限

　
　
　
　
　
　

度
と
し
ま
す
。

・
申
し
込
み　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
５
月

31
日
ま
で
に
協
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
す
で
に
実
施
中
の

事
業
や
終
了
し
た
事
業
も
対
象
と
な
り
ま
す
。）

　

協
会
で
は
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
外
国
語
学
習
講
座
等
に
つ

い
て
、
そ
の
講
師
料
等
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

・
補
助
金
額　

講
師
料
等
の
50
％
以
下
で
、
１
講
座
等
に
つ
き

　
　
　
　
　
　

５
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

・
申
し
込
み　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
５
月

31
日
ま
で
に
協
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
す
で
に
始
ま
っ
て

い
る
講
座
等
も
対
象
と
な
り
ま
す
。）

・
昼
間
の
部　

平
成
23
年
５
月
か
ら
（
22
回
）

・
と
　
　
き　

毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

・
と
こ
ろ　

東
公
民
館
（
視
聴
覚
室
）

Information

国
際
交
流
事
業
補
助
金
の
対
象
事
業
募
集

・
夜
間
の
部　

平
成
23
年
５
月
か
ら
（
22
回
）

・
と
　
　
き　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で

・
と
こ
ろ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
西
庁
舎
分
館
３
階
）

・
夜
　
　
間　

平
成
23
年
５
月
か
ら
（
22
回
）

・
と
　
　
き　

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で

・
と
こ
ろ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
西
庁
舎
分
館
３
階
）

・
夜
　
　
間　

平
成
23
年
５
月
か
ら
（
22
回
）

・
と
　
　
き　

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で

・
と
こ
ろ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
西
庁
舎
分
館
３
階
）

・
各
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

・
各
受
講
料　

一
般
　
年
１
４
︐
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
会
員
　
年
１
１
︐
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
※
教
材
費
が
別
途
必
要
と
な
り
ま
す
︒

・
各
定
員　

30
名
︵
先
着
順
︶

・
申
し
込
み　

平
成
23
年
4
月
か
ら
︑
受
講
料
を
添
え
て
協
会

事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

な
お
︑
申
し
込
み
が
10
名
以
内
の
場
合
は
開
催

を
見
合
わ
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

　

協
会
で
は
、
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
と
　
　
き　

４
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

・
と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

小
ホ
ー
ル

・
対
　
　
象　

協
会
会
員

・
議
　
　
題　

平
成
22
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告

　
　
　
　
　
　

平
成
23
年
度
事
業
計
画（
案
）・
事
業
予
算（
案
）

※
協
会
の
総
会
は
、
協
会
加
入
会
員
の
方
し
か
入
場

で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
会
員
の
方
へ
は
、
事
前
に

開
催
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

協
会
の
通
常
総
会
終
了
後
、
国
際
理
解
推
進
の
一
環
と
し
て

中
国
の
民
俗
楽
器
・
二
胡
と
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
演
奏
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

な
お
、
入
場
に
は
、
会
員
以
外
の
方
（
先
着
順
50
名
）
は
、

入
場
券
が
必
要
で
す
。

・
と
　
　
き　

４
月
９
日
（
土
）
午
前
11
時
〜

　
　
　
　
　
　

開
始
時
刻
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

・
と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

小
ホ
ー
ル

・
内
　
　
容　

二
胡　

未
華
（
ミ
ー
フ
ァ
）
氏

　
　
　
　
　
　

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー　

ひ
ら
の
の
り
こ
氏

※
「
二
胡
」
と
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の
共
演
が
醸

し
だ
す
癒
し
の
空
間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

・
入
場
券　

４
月
４
日
（
月
）
よ
り
市
役
所
西
庁
舎
3
階
協

会
事
務
局
で
１
人
２
枚
ま
で
配
布
し
ま
す
。

国
際
交
流
協
会

　
　
　
通
常
総
会
開
催

国
際
交
流
協
会

　
　
　
通
常
総
会
開
催
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中
国
民
俗
楽
器

　
　  

二 

胡 

の 
響 
き

中
国
民
俗
楽
器

　
　

総会開催
記念演奏会

外
国
語
学
習
事
業
補
助
金
の
対
象
事
業
募
集

外
国
語
講
座
を
開
催
し
ま
す

韓
国
語
講
座
︵
初
級
︶

　
各
種
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、

左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〒
481-

8531
　北
名
古
屋
市
西
之
保
清
水
田
15

北
名
古
屋
市
役
所
（
西
庁
舎
）
内

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会

電　
　
　

話 

０
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６
８

－（
２
２
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１
１
１
１　

内
線
２
３
７
６

Ｆ　

Ａ　

Ｘ 

０
５
６
８

－（
２
５
）－

１
８
０
０

Ｅ
メ
ー
ル 

info@
kitanagoya-kiia.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ U

RL http://w
w
w
.kitanagoya-kiia.jp

韓
国
語
講
座
︵
入
門
コ
ー
ス
︶

中
国
語
講
座
︵
初
級
︶


